
令和8年6月2日現在

No 名称 原図記号 印刷図記号 記号の意味

家屋

1 民間の建物（木造） 木造家屋

2
民間の建物（土蔵
造・煉瓦造）

煉瓦（レンガ）、蔵造（土）による家屋

3 官公庁の建物 国・府が管轄する建物

4 公共の建物
寺院、神社、教会、私立学校、銀行、企業な
どの建物

5 陸軍の建物 陸軍が管轄する建物

6 海軍の建物 海軍が管轄する建物

7 無壁 壁のない家屋

家屋に副する記号

8 神祠（しんし） 神社のやしろ（ほこら）

9 仏宇（ぶつう） 寺院

10
西教堂（せいきょうど
う）

キリスト教会

11 学校 学校

12 病院 病院

13 電信局 電信局

14 郵便局 郵便局

15 巡査派出所 派出所

16 銀行 銀行

五千分一東京図測量原図（原図）及び東京図（印刷図）　地図記号一覧
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諸物体

17 層塔（そうとう） 三重、五重の塔及び天守閣の類

18 華表（かひょう） 鳥居

19 燈台（とうだい） 灯火をともす照明具

20 常燈（じょうとう） 神仏の前に常にともしておく灯火。とうろう。

21 墓 墓地

22 碑 石碑

23
水車房（すいしゃぼ
う）

水車小屋

24 井（い） 井戸

25 石磴（せきとう） 石段

26 噴泉（ふんせん） 水や湯が地下から地上にふき出ている泉

27 小堆土 塚のように盛土したもの

28 大三角点 内務省地理局が設置した三角点

29 図根点 内務省地理局が設置した補助三角点

30 同交会点 今でいう水準点のことか？

31 独立標高点 記号なし
高さを計測して表示した地点。原図には大・
小の点がある。
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構囲（こうい）

32 圬土牆（おどしょう） 土を塗り固めて作った壁・塀

33 鉄柵 鉄製の柵

34
柵製板牆（さくせい
はんしょう）

板を並べて作った柵状の塀

35 板牆（はんしょう） 板の塀

36 竹籬（ちくり） 竹の垣根

37 生籬（いけがき） 木を植えた垣根

38 埓（らち） 馬場などの低い柵

39 木柵（もくさく） 木で作った柵

40 土囲（どい） 土を積み上げてつくった堤

41 水濠（すいごう）
城や屋敷の周囲にめぐらした堀で常に水を
たたえているもの

42 屋門 屋根が付いている門

43 不明な構囲1

44 不明な構囲2

45 不明な構囲3

46 不明な構囲4

47 不明な構囲5

48 不明な構囲6
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境界

49 区 東京15区の区界

50 郡 郡界

51 地類
主として耕地、未耕地等の植生を総称した
呼名、見かけ上の地目。植生界。

52 地類（不定） 不明瞭な地類界

鉄道及道路

53 鉄道 鉄道

54 道路 道路

55 敷石道 石が敷き詰められた道路

56 境内の参道 神社・寺社内の参道

耕地

57 水田
稲などを栽培する田で四季を通じて水があ
る土地

58 田
稲を栽培する田で冬季に水が涸れ、歩ける
ような土地

59 畑 畑

60 桑畑 桑畑

61 茶畑 茶畑

62 花畑 花畑

63 蓮田 蓮田

64 牧場 牧場

65 草地・芝地
牧草を栽培する土地や芝地。「草」「芝」の文
字がない色のみの記号もあり、黄緑色が
「草」、青色が「芝」のようである。

66 粟（あわ） （記号なし） 雑穀類
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樹木

67 杉 杉の木

68 松 松の木

69 檜（ひのき） 檜

70 樫（かし） 樫の木

71 椶櫚（しゅろ） シュロ（ヤシ科の植物）

72 竹 竹

73 柿 柿の木

74 栗 栗の木

75 桜 桜の木

76 梅 梅の木

77 萩 （記号なし） 萩の木

78 葡萄園 葡萄園

79 楓（かえで） （記号なし） 楓の木

80 梨 梨の木

81 桃 桃の木

82 楢（なら） 楢の木

83 桐 桐の木

84 椚（くぬぎ） 椚の木

85 林檎（りんご） 林檎の木
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86 淋（りん） 木がまばらに立つ状態を示す

87 菊 （記号なし） 菊

88 栓（せん） ハリギリ（ウコギ科の落葉高木）を指す

89 柳 柳の木

90 雑樹 その他の樹木

91 独立樹 独立した1本の木

92 並列樹
果樹園や他に記号が決められていない樹木
畑、また並木

天然地

93 篠及茅生地 笹や芧（しょ；ミクリ科の多年草）

94 灌木地（かんぼくち） 草木が群がり生えている土地

95 泥地
常にぬかるんでいて植物が存在せず、通過
が困難な土地

96 砂地 砂地

97 礫石地（れきいしち） 礫石（小石）が積み重なっている土地

98 蘆及湿地

概ね湿潤で葦（あし）などの植物が生えるよ
うな土地。背の高い（古い）順に、葦→蘆
（芦）→葭となるが、原図がそこまで厳密に
分類しているかは不明。

99 尋常荒地 特徴のないありふれた荒地
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水部及び附属物体

100 池 池

101 沼 沼

102 地下流水及樋
地面の下を通る上水道、及び水道の分岐部
や曲り角に作られた樋桝

103 流水方向 水が流れる方向

104 汐入（しおいり）
海とつながっている池、沼、川などに海水が
流入している場所

105 石橋（いしばし） 石造の橋。石造アーチ橋（眼鏡橋）を含む。

106 木橋（もくきょう） 主要部材に木材を用いた橋

107 石柱板橋 石の柱に板状の木材をつないだ橋

108 鉄橋 鉄材や鋼材を主な構造部分に用いた橋

109 釣橋（つりばし） （記号なし）
城郭の濠などに必要のある時はかけ、不用
の際はつり上げておく橋

110 仮橋（かりばし）
橋をつくったり、修理したりするときに、まに
あわせに一時かけておく橋

111 土橋（どばし）
木などを組んでつくった上に土を覆いかけた
橋

112 渡船場（とせんば） 渡し舟の発着する所

113 不明な橋1

114 不明な橋2

115 不明な橋3

116 不明な橋4

117 不明な橋5

118 不明な橋6 鉄製トラス橋

119 不明な橋7
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その他（大森（1965）に表していない地図記号）

120 等高線
太い線（計曲線）と細い線（主曲線）で構成さ
れる。2m間隔。

121
平櫓（ひらやぐら）・
多門櫓（たもんやぐ
ら）

一重櫓のことを平櫓、城壁の上に長く続く櫓
のことを多門櫓という

122 石外柵 墓の周りを囲む石柱による外柵（がいさく）

123 塩田 塩を製造するために設けられた海辺の砂面

124 懸樋（かけひ） 神田川に架かる上水の木樋

125
不明な記号1（崩壊
地）

愛宕山の東にある青松寺社殿の西の斜面
から崩れたような記号がある。崩壊地か？

126 不明な記号2（凹地）
新橋駅近くに直線状の逆ケバ記号が約
200m続いている。凹地か？

127 不明な記号3
一部の岸辺の海中に黒点が直線状に続い
ている。現在の消波ブロックか？

128 不明な記号4 崩壊地？

129 不明な記号5 全く分からない。神祠記号？

130 不明な記号6 全く分からない

※大森（1965）で示している以下の記号を印刷図で見つけることができなった

醸造倉（じょうぞうそう）、纍石牆（るいせきしょう）、石牆（せきしょう）、石柱圬牆（せきちゅうおしょう）、乾
濠（からぼり）、高地及岩石
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